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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公開番号】特開2012-101597(P2012-101597A)
【公開日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
【出願番号】特願2010-249904(P2010-249904)
【国際特許分類】
   Ｂ６１Ｆ   1/12     (2006.01)
   Ｂ６１Ｄ  17/10     (2006.01)
   Ｂ６１Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｂ６１Ｄ  17/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６１Ｆ   1/12    　　　　
   Ｂ６１Ｄ  17/10    　　　　
   Ｂ６１Ｄ  17/00    　　　Ａ
   Ｂ６１Ｄ  17/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月10日(2013.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両長手方向に延びる一対の側梁と、前記各側梁間に配置され、車両幅方向に延びる、
横梁とを有する台枠と、前記台枠の上面に設けられる構造床と、前記横梁の車両幅方向中
央部に吊り下げられた床下機器とを備える鉄道車両の台枠構造であって、
　前記構造床の上方に設けられ、客室の下面を構成する客室床と、
　前記構造床と前記客室床との間に、前記客室床を支持し、車両長手方向に延在する床受
部材と、をさらに備え、
　前記床受部材のうち、車両幅方向の略中央部に設けられた床受部材が、前記床下機器の
荷重の少なくとも一部を負担するように前記構造床に取り付けられ、
　前記横梁において、車両幅方向の略中央部に設けられた床受部材の略直下に対応しない
範囲に、車両長手方向に延在する配管孔をさらに備えていることを特徴とする、鉄道車両
の台枠構造。
【請求項２】
　前記床受部材のうち、車両幅方向の略中央部に設けられた床受部材は、少なくとも４本
の前記横梁間に亘って、前記構造床に対して固定されている、請求項１記載の鉄道車両の
台枠構造。
【請求項３】
　前記構造床の下方であって、構造床用の空気層を介して配置される、第１断熱材をさら
に備える、請求項１記載の鉄道車両の台枠構造。
【請求項４】
　前記第１断熱材の下面に設けられる第１金属板をさらに備え、
　前記構造床側から下方に向かって順に、前記構造床、前記構造床用の空気層、前記第１
断熱材、前記第１金属板が配置される、請求項３記載の鉄道車両の台枠構造。
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【請求項５】
　前記第１断熱材の上面に設けられる第２金属板をさらに備え、
　前記構造床側から下方に向かって順に、前記構造床、前記構造床用の空気層、前記第２
金属板、前記第１断熱材、前記第１金属板が配置される、請求項４記載の鉄道車両の台枠
構造。
【請求項６】
　前記横梁の少なくとも側方の一部は、第２断熱材で覆われている、請求項３記載の鉄道
車両の台枠構造。
【請求項７】
　前記横梁の少なくとも側方の一部は、横梁用の空気層を介して第２断熱材で覆われてい
る、請求項３記載の鉄道車両の台枠構造。
【請求項８】
　前記第２断熱材は、金属板で覆われている、請求項６記載の鉄道車両の台枠構造。
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